FAX　076-252-5881（送信票　不要）又はメールにてご回答ください

[bookmark: _GoBack]人工透析の倫理的課題に関するアンケート
該当する項目の▢をチェックするか、もしくは空欄に記入してください。
アンケート中の提言は、日本透析医学会H.P.に公開されています。

1.「透析の開始と継続に関する意思決定プロセスについての提言」(以下、提言)(提言作成委員会2020年4月公開)について
①提言の使用
▢対象の事例について、提言をほぼ使用している
▢対象の事例について、提言の一部を使用している
▢まだ使用していないが、検討中である
▢使用の予定はない

②提言の使用状況
①で提言を、ほぼ、または一部使用していると回答した院所に質問します。主にどの場面で使用していますか。複数回答可。
▢透析開始時
▢透析を開始しないとき
▢透析を中止するとき
▢透析を再開するとき

2.透析開始時に、患者に提示する選択肢に保存的腎臓療法を含めていますか。
▢いつも含めている
▢場合によっては、含めている
▢基本的には含めていない

3.透析の開始、中止、再開において、重度の認知症で意思決定能力が乏しい場合どうしていますか。
▢認知症意思決定支援チームなど、チームで本人の意思確認に努めている
▢チームではないが、できるだけ本人の意思確認に努めている
▢重度の認知症の場合は、家族などとの話し合いを優先している

4.透析の中止、再開の院内規定(院所管理部で承認された規定)について
▢提言に沿った院内規定がある
▢提言に沿っているわけではないが、院内規定がある
▢院内規定は定められていない

5.透析の中止に至った事例について
▢1年以内にあった
▢1年以上前にさかのぼればある
▢ない

6.透析を再開した事例について
▢1年以内にあった
▢1年以上前にさかのぼればある
▢ない
7.過去に透析を中止した事例で下記に当てはまるものがありますか(複数回答可)
▢生命維持が極めて困難な循環・呼吸状態等の多臓器不全や持続低血圧等、透析実施がかえって生命に危険な状態
▢透析実施のたびに、器具による抑制および薬物による鎮静をしなければ、安全に透析を実施できない状態
▢脳血管障害や頭部外傷の後遺症等、重篤な脳機能障害のために透析や療養生活に必要な理解が困難な状態
▢悪性腫瘍等の完治不能な悪性疾患を合併しており、死が確実にせまっている状態
▢経口摂取が不能で、人口的水分栄養補給によって生命を維持する状態を脱することが長期的に難しい状態

8.上記の7以外で透析の中止に至ったのは、どのような経緯によるものですか(複数回答可)
▢本人からの申し入れ、または意思によって中止した
▢家族からの申し入れによって中止した
▢医療者からの提案によって中止した
▢合意なく治療が中断されて中止になった
▢その他

9.設問8で中止に至った事例の経緯について、簡単にご紹介ください。






10.透析の開始、中止、再開について、倫理的課題を検討する部署はありますか(複数回答可)
▢院内または法人に倫理委員会がある
▢診療部門内に倫理検討チームがある
▢適宜開催する倫理カンファレンスがある
▢上記のいずれでもないが、倫理的課題を検討できるシステムがある
▢倫理的課題を検討するシステムはない

11.「透析の倫理的課題」として、今回の講演で取り上げるべきテーマがあれば、ご記入ください。






12. 「透析の開始と継続に関する意思決定プロセスについての提言」に対して、ご意見があればお聞かせください。






～～～ご協力ありがとうございました～～～
